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この通信は、北部市街地の交通対策の検討につ
いて、地域の皆さまにお知らせするものです。 第３号

北部
市街地

5 月 22 日（火）に川越市役所会議室にて、第 3回「北部市街地自治会交通
対策連絡協議会」を開催しました。
今回は、送迎バス事業者への迂回依頼や警察の協力による交通情報の提供
など、前回から検討の進んだ内容の報告と意見交換を行いました。

第３回「北部市街地自治会交通対策連絡

協議会」を開催しました。

※「まちなか交通通信」は市のホームページでも見ることができます。

送迎バス事業者への迂回依頼の状況１

大型バスによる送迎が確認できた主要な事業者（９者）に対して、連絡協議会と
川越市の連名による迂回依頼の文書を提出しました。提出にあたっては、川越市職
員が直接依頼文書を持参し、迂回の可能性について聞き取りを行いました。
全部は無理でも一部の本数はすぐにでも迂回する、との回答をいただいた事業者

もあり、特に回送については迂回の実現性が期待できる状況です。今後も、できる
だけ迂回していただけるよう働きかけていきます。

１．送迎バスの通行状況調査
２．送迎バスの送迎企業・学校・バス事業者へのヒアリング調査
・交通問題への取組状況の説明と調査

３．送迎バスの事業者への調査票の送付
４．迂回について協議会と市の連名で依頼
５．迂回の可能性について検討・確認

６．具体的な迂回について各事業者と協議
７．実施状況を確認

送迎バスの迂回についての取組

今後

主要事業者に直接依頼



３

４

小仙波（東）交差点改良事業について

交通量調査及び分析について

連絡協議会からも国（大宮国道事務所）に
要望書を提出していた国道 16 号と県道川越
日高線の交差点の改良については、今年度、
１億 5000 万円の国の予算がつき、右折レー
ン延伸と減速路面表示、注意看板の設置の工
事が行われることになりました。
整備完了後は、この交差点を起因とした中

心市街地までの渋滞の緩和が期待されます。

今年の２月、３月に行った交通量調査については現在分析中ですが、各交差点の
右折車両の割合や渋滞の長さなどのデータが見えてきています。
また、他の調査結果の分析では、北部市街地に関係ない車両、いわゆる通過交通

が全体交通量の約６割を占めていることがわかりました。
今後、交通状況の分析を進め、可能な対策を検討していきます。

北部市街地自治会交通対策連絡協議会事務局
川越市 都市計画部 都市交通政策課
〒 350-8601　川越市元町 1-3-1　電話：049-224-5519（直通）　FAX：049-225-9800

お問い合わせ先
第４回の連絡協議会は夏頃に開催
予定です。傍聴ご希望の方はお問
い合わせください。

交通情報の提供について２

警察の協力により、川越市内の計４か所の交通情報板で「一番街」周辺の交通情
報を提供できるようになりました（前回の報告から１か所追加となっています）。

・山田地内（国道 254 号　上り車線）１か所
・仙波町地内（国道 16 号　内・外回り線）2か所
・脇田新町地内（国道 16 号　外回り線）１か所

・「川越市内　一番街　周辺混雑」
・「川越市内　蔵造通り　周辺混雑」

【表示場所】

【表示内容（以下が交互に表示されます）】

国道１６号 川越市小仙波交差点改良（主たる事業箇所）

Ｈ２４年度事業費：１５０百万円

こせんば
【交通安全事業】

事業の概要

国道１６号川越市小仙波交差点は県道１５号線と交わ
る交差点です。

県道１５号線は、右折レーンが短いため、直進車線上
に滞留した右折車両に後続車両が追突する事故が多発
しています また 国道１６号は 道路線形が曲線である

「埼玉県事故ゼロプラン」（事故危険

区間重点解消作戦）とは、埼玉県内の

国道を対象に事故データや地域の声

に基づき、優先して対策が必要な事故

■「埼玉県事故ゼロプラン」

しています。また、国道１６号は、道路線形が曲線である
ため見通しが悪く、追突事故が多発しています。また、埼
玉県が推進している「ぐるっと埼玉サイクルネットワーク
構想」のうち３ルートを連絡する結節点としても位置付け
られている重要な交差点ですが、歩道幅員が狭隘である
ため、自転車や歩行者の接触等の恐れがあり、安全性
が危惧されています。

危険区間について事故原因に即した

効果の高い対策を立案・公表し、事故

対策を実施していくものです。

対策完了後の効果を評価し、対策の

立案にフィードバックするマネジメント

サイクルにて事業を実施します

平成２４年度予定

事業の効果

このため、「埼玉県事故ゼロプラン」に基づき、交通事
故対策を実施します。

関係機関との協議、調査・設計及び工事を行います。

サイクルにて事業を実施します。

事業の効果

県道１５号の右折レーン延伸及び国道１６号の減速路面標示、注意看板の設置により、追突事

故の抑制を図ります。また、歩道を拡幅することにより歩行者、自転車の安全性向上を図ります。

先詰まりによる滞留車列への追突事業箇所

至

川
越
市

至

さ
い
た
ま
市

右折レーンの延伸

歩道を拡幅し自転車

及び歩行者の安全

性の向上を図る。

県道１５号線（川越日高線）

川越市水路改修
川越市水路改修
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至 八王子市

川越市水路改修

減速路面標示や注意看板

設置によるドライバーへの

注意喚起
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